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機械器具 ５８ 整形用機械器具 

一般医療機器 歯科インプラント補綴用器具 (70722000) 

ジーシー インプラント Ａａｄｖａ 補綴用器具 
（インプレッションコーピング） 

再使用禁止：トランスファーキャップ、レディアバットメント インプレッションキャップ 

 

【禁忌・禁止】 

再使用禁止： トランスファーキャップ、レディアバットメント 

インプレッションキャップ 

 

【形状・構造及び原理等】 

本品は、インプラント、レディアバットメント、SRアバットメン

ト、アングルSRアバットメントに装着する、トランスファータイ

プ、またはピックアップタイプの印象採得用コーピングである。 

 

○トランスファータイプ 

 

インプラントインプレッションコーピング 

 

 

 

 

 

 

 

 

SRアバットメントインプレッションコーピング 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ピックアップタイプ 

 

インプラントインプレッションコーピング 

 

 

 

 

 

 

 

 

SRアバットメントインプレッションコーピング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レディアバッメント インプレッションキャップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［材質］ 

部位 名称 
原材料と 

金属材料 

A1 
インプラントインプレッション 

コーピング トランスファー 

チタン合

金: 

チタン、ア

ルミニウ

ム、バナジ

ウム、鉄 

A2 

インプラントインプレッション 

コーピング ピックアップ 

インプラントインプレッション 

コーピング ピックアップ 六角なし** 

A3 
SRアバットメントインプレッション 

コーピング トランスファー 

A4 
SRアバットメントインプレッション 

コーピング ピックアップ 

B1 トランスファースクリュー 

A5 
レディアバットメント 

インプレッションキャップ 
ポリオキシ 

メチレン樹

脂 B2 トランスファーキャップ 

 

［部品名］*、** 

インプラントインプレッションコーピング トランスファー Narrow 

インプラントインプレッションコーピング トランスファー Regular 

インプラントインプレッションコーピング トランスファー Wide 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Narrow 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Narrow Long 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Regular 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Regular Long 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Wide 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Wide Long 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Narrow 六角なし 

インプラントインプレッションコーピング ピックアップ Regular/Wide 六

角なし 

トランスファーキャップ Narrow 

トランスファーキャップ Regular 

トランスファーキャップ Wide 

トランスファースクリュー 

SRアバットメント インプレッションコーピング トランスファー φ3.8 

SRアバットメント インプレッションコーピング トランスファー φ4.8 

SRアバットメント インプレッションコーピング トランスファー φ6.0 

SRアバットメント インプレッションコーピング ピックアップ φ3.8 

SRアバットメント インプレッションコーピング ピックアップ φ4.8 

SRアバットメント インプレッションコーピング ピックアップ φ6.0 

レディアバットメント インプレッションキャップ φ4.5 

レディアバットメント インプレッションキャップ φ6.5 

 

［原理］ 

インプラントもしくはアバットメントに装着し、印象採得時のコー

ピングとする。 

 

【使用目的又は効果】 

本品は、顎骨に直接埋入し咬合機能を回復させるインプラントシ

ステムのうち、補綴物の設計、製作、装着・固定などに使用する

ための補綴用部品である。 

 

250114AH 

137234 
詳細については取扱説明書等を必ずご参照ください。 
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【使用方法等】 

１） 洗浄・滅菌： 

洗浄・滅菌を行います。滅菌は、オートクレーブで行います。

(115～118℃で 30 分、121～124℃で 15 分、126～132℃で 10

分)なお、トランスファーキャップ、及びレディアバットメ

ントインプレッションキャップは、常温にて消毒を行います。

（プラスチック製品であるため、高温にて消毒又は滅菌を行

うと変形する可能性があります。） 

 

＜インプラントレベルの場合＞ 

２） 概形印象の採得： 

歯肉の治癒後に、インプラントインプレッションコーピング

（トランスファータイプ）をトランスファースクリューを用

いてインプラントに締結し、インプラントインプレッション

コーピング（トランスファータイプ）にトランスファーキャッ

プを装着します。既成トレーとシリコーン等の印象材を用い

て概形印象を採得します。印象の撤去後、インプラントにヒー

リングスクリューを再装着します。 

３） 各個トレーのための作業用模型作製： 

口腔内から撤去したインプラントインプレッションコーピ

ング（トランスファータイプ）にインプラントアナログを装

着し、採得した印象内に正確に再装着し、通法によって各個

トレー作製のための作業用模型を作製して、精密印象用の各

個トレーを作製します。 

４） 精密印象の採得： 

インプラントにインプラントガイドピンを用いてインプラ

ントインプレッションコーピング（ピックアップタイプ）を

締結し、先に作製した各個トレーを用いて精密印象を採得し

ます。印象を撤去後、インプラントにヒーリングスクリュー

を再装着します。 

５） 作業用模型作製： 

印象内にあるインプラントインプレッションコーピング（ピッ

クアップタイプ）に、インプラントガイドピンを用いてイン

プラントアナログを締結し、通法によって作業用模型を作製

します。 

 

＜アバットメントレベル（SRアバットメント）の場合＞ 

２） 概形印象の採得： 

歯肉の治癒後に、SRアバットメントインプレッションコーピ

ング（トランスファータイプ）をSRアバットメントに締結し、

既成トレーとシリコーン等の印象材を用いて概形印象を採

得します。印象の撤去後、SRアバットメントにSRプロテク

ティブキャップを再装着します。 

３） 各個トレーのための作業用模型作製： 

口腔内から撤去したSRアバットメントインプレッションコー

ピング（トランスファータイプ）にSRアバットメントアナロ

グを装着し、採得した印象内に正確に再装着し、通法によって

各個トレー作製のための作業用模型を作製して、精密印象用

の各個トレーを作製します。 

４） 精密印象の採得： 

SRアバットメントにSRアバットメントガイドピンを用いて

SRアバットメントインプレッションコーピング（ピックアッ

プタイプ）を締結し、先に作製した各個トレーを用いて精密

印象を採得します。印象を撤去後、SRアバットメントにSRプ

ロテクティブキャップを再装着します。 

５） 作業用模型作製： 

印象内にあるSRアバットメントインプレッションコーピン

グ（ピックアップタイプ）に、SRアバットメントガイドピン

を用いてSRアバットメントアナログを締結し、通法によって

作業用模型を作製します。 

 

＜アバットメントレベル（レディアバットメント）の場合＞ 

２） 精密印象の採得： 

レディアバットメントにレディアバットメントインプレッ

ションキャップを装着し、既成トレーとシリコーン等の印象

材を用いて精密印象を採得します。印象を撤去後、レディア

バットメントにレディアバットメントプロテクティブキャッ

プを再装着します。 

３） 作業用模型作製 

印象内にあるレディアバットメントインプレッションキャッ

プにレディアバットメントアナログを装着し､通法によって

作業用模型を作製します。 

［使用方法に関連する使用上の注意］ 

１） 本品をインプラントに装着する際には、本品とインプラント

との間に軟組織、骨などの介在がなく、完全に適合している

ことを確認した上で行うこと。〔インプラントインプレッショ

ンコーピング（トランスファータイプ）はインプラントに正

確に装着されると、トランスファースクリューのヘッド部が

１mm突出する。次いでスクリューヘッドが隠れるまで締結す

ることで確実に装着し、印象採得する〕 

２） 概形印象採得後、本品及びアナログを印象内に再装着する際

には、印象内に保持されたトランスファーキャップの突起と、

インプラントインプレッションコーピング（トランスファー

タイプ）の頭部の溝が適合するよう方向に注意し、クリック

感が得られるまで挿入すること。 

３） 印象採得後、本品及びアナログを印象内に再装着した際、印

象の変形を引き起こす可能性があるため、過度に本品及びア

ナログに触れないこと。 

４） レディアバットメント及びレディアバットメントアナログ

にレディアバットメントインプレッションキャップを装着

する際は、嵌合部に付着物などの介在が無いことを確認の上、

レディアバットメントの平面部と、レディアバットメントイ

ンプレッションキャップのマーキングが適合するよう方向

に注意し、クリック感が得られるまで過度の力を加えないよ

うにして装着すること。 

５） 精密印象に使用するガイドピンは、各個トレーの開口部を充

分に貫通し、しかも開口量の範囲でドライバーを操作できる

長さのものを選択すること。 

６） 本品をインプラントに装着する際には、嵌合部同士を完全に

嵌合させること。 

７） 精密印象時にガイドピンを緩めて印象を撤去する際には、ガ

イドピンを印象材から抜き取らないこと。 

８） 印象採得後にヒーリングスクリューを再装着する際には、速

やかに装着すること。 

９） 口腔内でインプラントインプレッションコーピング（トラン

スファータイプ）にトランスファーキャップを装着する際は、

嵌合部に付着物等が無いことを確認の上、トランスファー

キャップの突起と、インプラントインプレッションコーピン

グ（トランスファータイプ）頭部の溝が適合するよう方向に

注意し、クリック感が得られるまで挿入すること。 

10） インプラントインプレッションコーピング（トランスファー

タイプ）とトランスファーキャップは同色を使用すること。 

11） トランスファーキャップ、及びレディアバットメントインプ

レッションキャップは単回使用とし、繰り返し使用しないこと。 

12） 術後は、使用・未使用にかかわらず所定の消毒・洗浄・滅菌

を行うこと。 

13） 本品を取り扱う際には、他のコンポーネントとの接触面など

に傷を付けないように注意すること。 

14） 本品をインプラントまたはアバットメントに装着する際に

は、あらかじめ本品を適切に消毒又は滅菌すること。なおト

ランスファーキャップ、及びレディアバットメントインプ

レッションキャップは常温にて消毒のみ行い、高温滅菌は行

わないこと。〔プラスチック製品であるため、高温にて消毒

又は滅菌を行うと変形する恐れがある〕 

15） インプラントレベルで、連結した補綴物により修復するケー

スでは、インプラント同士の角度は 15°以内とすること。〔補

綴物を口腔内で装着できない可能性があります。〕** 

16） 本品のピックアップ・六角なしは、連結した補綴物により修

復するケース以外には使用できないので注意すること。** 
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【使用上の注意】 

１） 使用注意（次の患者には慎重に適用すること） 

① 薬剤、食品、アクセサリー、化学物質等に過敏症の既往歴が

ある患者には、本品及び類似品に対して過敏症歴がなくても

問診を行い、慎重に適用すること。 

 

２） 重要な基本的注意 

① 本品の使用に際しては、使用前にインプラントセミナー等に

参加し、必要な知識及び技術を確実に習得すること。また、

必ずジーシーインプラントAadvaマニュアルを参照の上で使

用し、注意・指示事項に従うこと。 

② 本品を用いて補綴物を設計する際には、埋入されているイン

プラントに過度の側方力、又はモーメントがかからないよう

に設計すること。〔過度の側方力、又はモーメントが作用した

場合には、スクリューの破折、補綴物の破損、インプラント

のオッセオインテグレーションの喪失などをきたす恐れがあ

る〕 

③ 開封後の本品に損傷などがないことを確認してから使用する

こと。損傷などが認められた場合には、使用を中止すること。 

④ 本品に石こう溶解剤(ロックリーンなど)を使用しないこと。

〔変色する恐れがある〕 

⑤ 本品を取り扱う際には、専用の補綴用インスツルメントを使

用すること。 

⑥ 本品を装着する際には、患者の口腔内への落下による誤飲を

起こさないように注意すること。 

⑦ 本品の使用により発疹などの過敏症状が現れた患者には使用

を中止し、医師の診断を受けさせること。 

⑧ 本品に対して、発疹、皮膚炎などの過敏症の既往歴のある術

者は、本品を使用しないこと。また、使用により過敏症状を

起こしたときは、使用を中止し、すぐに医師の診断を受ける

こと。 

⑨ 本品（トランスファーキャップ、及びレディアバットメント

インプレッションキャップを除く）を再使用する際に損傷な

どが認められた場合には、廃棄して新しい製品を使用すること。 

⑩ 本品は、専用のコンポーネントに対して使用すること。 

⑪ 本品の形態変更、改造などをしないこと。 

⑫ 本品は、【使用目的又は効果】及びジーシーインプラント

Aadvaマニュアルに記載の用途以外には使用しないこと。 

⑬ 本品は、歯科医療有資格者以外は使用しないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

［保管方法］ 

１） 本品は、清潔で湿度が高くならない場所にて保管・管理する。

特に、トランスファーキャップ、及びレディアバットメントイ

ンプレッションキャップは高温・多湿・直射日光を避けて保管

する。〔汚染を防ぐため〕 

２） 本品は、水分が付着したまま保管しない。〔汚染の恐れがある

ため〕 

３） 本品は、歯科の従事者以外が触れないように適切に保管・管理

する。 

 

【保守・点検に係る事項】 

１） 消毒剤及び洗浄剤の濃度、浸漬時間、温度などの使用方法は、

各メーカーの指示に従い、正しく使用する。 

消毒剤は下記のものをお薦めします。 

・ グルタラール製剤（ハイドリッドⓇ20ｗ/v％液など）、グ

ルコン酸クロルヘキシジン（５％ヒビテンⓇ液など）、防

錆効果のある四級アンモニウム塩系消毒剤（塩化ベンザ

ルコニウム、塩化ベンゼトニウムなど） 

下記の消毒剤は、錆・変色の影響が高いので使用できません。 

・ 過酢酸製剤（アセサイドＭＡ６％消毒液など）、塩素系消

毒剤（次亜塩素系ナトリウムなど）、過酸化物系消毒剤（オ

キシドール、強酸性水など）、防錆効果のない四級アンモ

ニウム塩系消毒剤（塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼ

トニウムなど）、防錆効果のない両性界面活性剤系消毒液、

アルコール系界面活性剤 

洗浄剤は下記のものをお薦めします。 

・ 防錆効果のある洗浄剤、酵素系洗浄剤（ハイジーンウォッ

シュなど） 

２） 洗浄を行った後には、錆、変色の発生を防止するため、直ち

に水気を拭き取り保管する。 

３） 滅菌は、チャンバー内に器具を詰め込みすぎず、適度な数量

にて行う。なお、乾熱滅菌は、高温になり劣化の原因になる

ので使用しない。 

４） インプラントインプレッションコーピング（トランスファー

タイプ）を洗浄する際は、トランスファースクリューを取り

外して洗浄する。 

５） 錆びた器具は、汚染を引き起こす可能性が有るので、錆びた

器具と一緒に滅菌しない。** 

６） 錆、変色などの恐れがあるため、以下のことについて留意す

る。 

・ 血液、骨が凝固付着したまま乾燥させない。 

・ 最終洗浄は、精製水を使用する。 

・ 洗浄後、湿度が高くて自然乾燥に時間を要する場合には、

ドライヤーやスリーウェイシリンジなどで強制的に乾燥さ

せる。 

・ 汚れ、水分、洗浄剤などが付着したまま滅菌しない。 

・ オートクレーブ滅菌の場合には、精製水を用い、水道水は

使用しない。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 ： 株式会社ジーシー 

 

発売元 ： 株式会社ジーシー 

住所 ： 〒113-0033 

  東京都文京区本郷 3 丁目 2番 14 号 

電話番号 ： （お客様窓口）0120-416480 
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